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 いのちと地城を守る

東
日
本
大
霙
災
が
発
生
し
た

時
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
公
立

志
津
川
病
院
で
勤
務
中
だ
っ

た
。揺
れ
の
後
、
患
者
を
上
階
に

搬
送
中
に
津
波
に
襲
わ
れ
5
階

に
逃
げ
た
。
波
は
4
階
に
達
し

患
者
7
2
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

波
が
引
い
た
後
、
下
階
に
降

り
て
生
存
者
を
運
び
上
げ
た
。

行
動
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。
後
か
ら
来
る
波

で
二
次
三
次
の
被
害
が
出
る
こ

と
も
あ
る
。
自
分
は
た
ま
た
ま

生
き
延
び
た
。
ま
ず
自
分
の
命

を
守
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
が
助

か
ら
な
い
と
他
の
人
の
命
も
救

え
な
い
。

嬰
は
来
て
か
ら
で
は
何
も

で
き
な
い
。
初
動
で
い
か
に
逃

げ
る
か
、
生
き
延
び
た
人
の
命

を
ど
う
つ
な
ぐ
か
が
重
要
だ
。

町
は
1
9
6
0年
の
チ
リ
地
震

避難先にこそ備蓄用意

東
北
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科
准
教
授

武
さ
ん

津
波
を
教
訓
に
防
災
に
取
り
組

み
、
病
院
は
訓
練
も
備
蓄
も
し

て
い
た
が
、

5
階
に
何
も
謳
い

て
い
な
か
っ
た
。

逃
げ
る
先
に
備
蓄
を
用
意
し

て
ほ
し
い
。
救
助
ヘ
リ
が
着
く

ま
で
患
者
7
人
が
低
体
温
症
な

ど
で
亡
く
な
っ
た
。
わ
ず
か
で

も
備
え
が
あ
れ
ば
助
か
る
可
能

性
が
あ
っ
た
と
思
っ
゜

災
害
時
は
支
援
を
受
け
入
れ

る
「
受
援
力
」
も
必
要
だ
。
災

害
医
療
は
急
性
期
だ
け
で
は
な

い
。
医
師
だ
け
で
な
く
専
門
家

や
行
政
が
長
い
ス
パ
ン
で
連
携

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

仲
間
や
患
者
が
い
た
か
ら
心

を
保
て
た
。
仲
間
が
い
る
と
災

害
に
強
い
社
会
に
な
る
。
霙
災

を
身
近
に
捉
え
、
何
が
で
き
る

か
考
え
て
ほ
し
い
。
人
間
関
係

を
築
き
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

諦
め
な
い
こ
と
が
災
害
を
乗
り

越
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

防
災
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
す
る
と
活
動
は
続

く
。
や
る
気
を
起
こ
す
働
き
か

け
が
必
要
だ
。

高
校
1
年
の
時
、
石
巻
市
門

脇
の
自
宅
で
東
日
本
大
震
災
に

遭
っ
た
。
大
き
な
揺
れ
が
3
分

間
も
続
い
た
が
、
宮
城
県
沖
地

霞
が
来
る
と
ず
っ
と
言
わ
れ
て

い
た
の
で
、
意
外
と
冷
静
に
受

け
止
め
ら
れ
た
。
「
こ
ん
な
感

じ
か
。
騒
が
れ
て
い
た
ほ
ど
怖

く
な
い
」
と
思
っ
た
。

だ
が
、
状
況
は
程
な
く
一
変

し
た
。
1
階
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割

れ
、
真
っ
黒
い
水
が
な
だ
れ
込

ん
で
来
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

避
難
し
て
い
た
2
階
に
も
。
バ

キ
バ
キ
と
重
機
で
家
を
壊
す
と

き
の
よ
う
な
音
が
響
い
た
。

よ
じ
上
っ
た
流
し
台
に
も
水

が
迫
る
中
、
い
る
は
ず
の
祖
母

の
姿
が
な
い
。
最
悪
の
状
況
も

頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
祖
母
は
自

カ
で
食
卓
に
は
い
上
が
っ
て
き

た
。
2
人
で
救
助
を
待
つ
、
長

寒さと空腹しのぎ9日

菅
野

(

4

4
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さ
ん

9
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公
益
法
人

3
.
1
1
メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ

新
潟
市
北
区
松
浜
地
区
は
、
日

S
10認
末
満
、
住
宅
街
で
1
認
＼

あ

が

の

本
海
と
阿
賀
野
川
に
面
し
た
住
宅

3
尉
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
阿
賀

に

い

ご

う

地
で
、

2
0
2
3年
9
月
末
現
在
、
野
川
と
平
行
し
て
新
井
郷
川
が
流

4
5
4
3世
帯
、

1
万
1
1
7人
れ
て
い
て
、
津
波
が
川
を
さ
か
の

が
暮
ら
す
。

ぼ
り
、
海
か
ら
1
キロ以
上
離
れ
た

新
潟
県
の
津
波
想
定
に
よ
る
地
域
で
も
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ

と、

日
本
海
沿
岸
は
最
大
で
5
認

て
い
る
。

-
『

i

日
本
海
（
手
前
）
と
阿
賀
野
川
に
面
し
た
松
浜
地
区
（
国
交
省
北
陸
地
方

整
備
局
阿
賀
野
川
河
川
事
務
所
提
供
）

地
域
で
は
松
浜
中
、
松
浜
小
な

ど
が
津
波
避
難
ビ
ル
に
な
っ
て
い

る
。
標
高
が
最
も
高
い
場
所
は
松

浜
稲
荷
神
社
で
海
抜
約
24認。
周

辺
は
海
抜
2
0
認
前
後
の
台
地
に
な

っ
て
い
て
、
地
域
住
民
か
ら
は
津

波
避
難
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。石
川
県
で
最
大
震
度
7
を
観
測

し
た
能
登
半
島
地
震
で
、
北
区
は

震
度
5
弱
を
記
録
し
た
。
新
潟
市

に
は

一
時
、
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、O
•
3

認
の
津
波
を
観
測。

松
浜
地
区
に
も
避
難
指
示
が
出

た
。
松
浜
中
な
ど
3
カ
所
に
避
難

所
が
開
設
さ
れ
、
最
大
で
住
民
約

2
0
0人
が
身
を
寄
せ
た
。

地
域
の
道
路
は
一
時
、
高
台
に

向
か
う
車
で
渋
滞
が
起
き
た
。
松

浜
自
治
振
興
会
会
長
の
神
田
征

男
さ
ん
(
1

8

)

は

「日
本
海
側
の
地

震
は
、
短
時
間
で
到
達
す
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
。
み
ん
な
が
助
か

る
よ
う
に
原
則
は
徒
歩
で
、
そ
れ

が
難
し
い
人
が
車
で
避
難
す
る
ル

ー
ル
を
地
域
で
徹
底
し
た
い
」
と

話
す
。
歴
史
的
に
地
域
は
水
上
交
通
の

要
所
の
ほ
か
、
松
浜
漁
港
も
あ
り

漁
業
の
町
と
し
て
発
展
し
た
。
阿

賀
野
川
河
口
の
「ひ
ょ
う
た
ん
池
」

は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
学
習
の

場
、
住
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
る
。

新
潟
大
准
教
授

阿
部

安
田

津
波
が
川
を
走
る
の
は
意
外
だ
と
思
っ
か
も
し

れ
な
い
が
、

2
0
0
3年
の
十
勝
沖
地
霞
で
は
津

波
が
十
勝
川
を
40キ
ロ
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
事
例
が

あ
っ
た
。
人
間
は
経
験
に
基
つ
き
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
語
り
部
は
自
分
た
ち
の
経
験
を
踏

ま
え
「
失
敗
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

命
を
守
り
抜
く
と
い
う
思
い
は
、
話
を
聞
い
た
み

ん
な
が
抱
い
た
だ
ろ
う
。

5
9
年
前
の
新
潟
地
簾
が
、
住
民
に
伝
承
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
参
考
に
な
る

の
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
。
2
0
年
ご
と
に
行
わ

れ、

1
3
0
0年
続
い
て
い
る
。
2
0
年
ご
と
に
振

り
返
る
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
伝
承
や
防
災

を
学
校
教
育
に
組
み
込
ん
で
、
文
化
に
す
る
の
も

ヽヽ

゜

’>し自
然
災
害
は
人
間
が
立
ち
向
か
う
に
は
あ
ま
り

に
も
大
き
い
存
在
だ
。
一
方
で
、
人
間
は
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
か
え
ら
れ
る
。
今
日
、
語
り
部
と

住
民
の
生
の
声
を
聞
い
て
、
研
究
者
と
し
て
さ
ら

に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

い
時
間
が
始
ま
っ
た
。

寒
さ
と
空
腹
を
ど
う
し
の
ぐ

か
。
圧
縮
袋
に
入
っ
た
布
団
と

バ
ス
タ
オ
ル
を
何
と
か
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
幸
運
に
も

ぬ
れ
て
お
ら
ず
、
布
団
を
祖
母

に
渡
し
た
。
食
料
は
、
冷
蔵
庫

に
入
っ
て
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

牛
乳
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
。
少
し
ず

つ
食
べ
て
つ
な
い
だ
。
足
は
凍

傷
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
感
覚
が

な
く
な
っ
た
。

震
災
か
ら
9
日
目
。
大
き
な

余
震
で
壁
が
崩
れ
、
外
と
や
っ

と
つ
な
が
っ
た
。
そ
こ
か
ら
屋

根
に
上
が
り
、
目
に
し
た
の
は

変
わ
り
果
て
た
古
里
。
あ
ぜ
ん

と
す
る
中
、
近
く
の
山
に
い
た

方
に
見
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
、

6
年
間
、
あ
の
時

を
語
ら
な
か
っ
た
。
大
学
卒
業

に
当
た
り
、
地
元
に
帰
っ
た
際
、

自
宅
の
あ
っ
た
場
所
が
き
れ
い

な
公
園
に
な
っ
て
い
る
の
を
見

て
思
い
を
変
え
た
。
自
分
が
留

守
の
間
に
も
、
古
里
の
た
め
に

行
動
し
た
人
が
い
た
。
石
巻
に

戻
る
こ
と
を
決
め
た
。

テ
レ
ピ
ュ
ー
福
島
記
者

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、

高
校
1
年
だ
っ
た
。母
と
め
い
、

祖
父
を
津
波
で
亡
く
し
た
。
自

宅
に
い
て
大
き
な
揺
れ
が
収
ま

っ
た
後
、
母
と
義
姉
、
め
い
と

余
震
に
備
え
、
車
に
乗
っ
た
。

自
宅
は
海
か
ら
約
2
キ
ロ
離
れ
て

い
た
。
当
時
は
川
か
ら
津
波
が

来
る
意
識
は
な
か
っ
た
。
川
を

黒
い
波
が
逆
流
す
る
の
が
見
え

た
次
の
瞬
間
、
車
ご
と
津
波
に

押
し
流
さ
れ
た
。

車
は
木
に
ぶ
つ
か
っ
て
サ
イ

ド
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
そ
こ
か
ら

脱
出
。
漂
っ
た
後
、
岸
に
流
れ

着
い
た
。
母
と
め
い
の
姿
は
な

か
っ
た
。
凍
え
死
ぬ
と
思
っ
た

が
、
近
所
の
人
た
ち
に
着
替
え

を
も
ら
い
、
毛
布
に
く
る
ま
っ

て
一
夜
を
明
か
し
た
。
め
い
の

遺
体
は
3
月
中
、
自
宅
近
く
に

い
た
は
ず
の
祖
父
は
4
月
、
母

心のケア長期間で必要
阿
部

と
信
じ
て
行
動
で
き
る
。

私
も
祖
母
も

「生
き
残
っ
た

か
ら
に
は
弱
音
を
吐
け
な
い
」。

そ
ん
な
意
識
が
強
か
っ
た
。
特

は
約
1
年
後
に
見
つ
か
っ
た
。

に
祖
母
は
大
学
を
卒
業
す
る
ま

「
こ
こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
」
で
親
代
わ
り
を
し
て
く
れ
た
。

と
い
う
固
定
概
今
四
応
捨
て
、
避
私
の
就
職
後
、
「や
り
き
っ
た
」

難
し
て
ほ
し
い
。
車
内
か
ら
ガ
と
疲
れ
が
出
て
し
ま
っ
た
の

ラ
ス
を
割
る
道
具
の
ほ
か
、
使
か
、
倒
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

い
捨
て
カ
イ
ロ
や
毛
布
な
ど
寒

簾
災
か
ら
時
間
が
た
っ
て
か

さ
対
策
も
必
要
だ
。

ら
の
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
と
難

家
族
で
避
難
場
所
を
決
め
、
し
さ
を
感
じ
た
。
祖
母
と
は
定

共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。
外
出
期
的
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る
。

先
で
災
害
に
あ
っ
て
も
、
家
の
も
し
も
の
と
き
に
支
え
合
え
る

様
子
を
見
に
戻
る
心
配
を
せ
ず
関
係
性
を
周
囲
と
築
い
て
お
く

に

「み
ん
な
避
難
し
て
い
る
」
こ
と
も
、
備
え
に
つ
な
が
る
。

真
奈
さ
ん
(

2

9

)
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海
と
川
に
面
す
る
住
宅
地

■
助
言
者
か
ら

浩
保
さ
ん

全壊1960棟遡上で浸水も
過
去
に
新
潟
市
が
被
災
し
た

自
然
災
害
に
、
地
震
、
津
波
に

加
え
、
液
状
化
現
象
が
被
害
を

拡
大
さ
せ
た
新
潟
地
震
が
あ

る
。
1
9
6
4年
6
月
旧
日
、

新
潟
県
下
越
沖
を
震
源
に
発
生

し
た
。
震
源
の
深
さ
3
4
キ
ロ
、
地

震
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
は
7
.
5
。
新
潟
市
の
震
度

は
当
時
の
基
準
で
5
だ
っ
た
。

被
害
は
新
潟
、

山
形
県
を
中

心
に
9
県
に
及
ん
だ
。
死
者
26

人
、
住
宅
全
壊
1
9
6
0棟
、
半

壊
6
6
4
0棟
、
浸
水
1
万
5

2
9
7棟
。
特
に
住
家
全
壊
は

新
潟
市
、
新
潟
県
村
上
市
、
酒
田

市
、
鶴
岡
市
な
ど
で
相
次
い
だ
。

地
震
の
約
15分
後
く
ら
い
か

液
状
化
現
象
被
害
を
拡
大

階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
が
倒
れ
た

の
を
は
じ
め
、
市
内
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
多
く
が

傾
い
た
り
沈
ん
だ
り
し
た
。

新
潟
日
報
社

「新
潟
地
謳
の

ら
津
波
が
日
本
海
沿
岸
各
地
を
記
録
」
に
よ
る
と
、
松
浜
地
区

襲
っ
た
。
津
波
高
は
村
上
市
で
は
阿
賀
野
川
に
か
か
っ
た
橋
が

4
.
0
訳
、
新
潟
市
で
1
.
8

落
ち
、
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
状

認。

新
潟
市
で
は
津
波
が
信
濃
態
に
な
っ
た
。
液
状
化
現
象
で

川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
川
の
周
辺
民
家
が
土
中
に
め
り
込
ん
だ
ほ

の
低
地
帯
も
浸
水
し
た
。
新
潟
か
、
舟
が
津
波
で
流
さ
れ
、
民

市
で
は
石
油
タ
ン
ク
で
火
災
が
家
に
衝
突
し
た
と
い
う
。

発
生
し
、
鎮
火
ま
で
約
2
週
間

1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

を
要
し
た
。

地
磁
で
も
、
虚
度
5
強
を
観
測

新
潟
地
震
で
は
、
低
湿
地
帯
し
た
新
潟
市
西
区
を
中
心
に
液

か
ら
砂
と
水
を
噴
き
出
す
液
状
状
化
現
象
が
発
生
し
、
家
が
傾

化
現
象
も
多
発
。
新
潟
市
川
岸
い
た
り
、
道
路
が
ひ
び
割
れ
た

町
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4

り
す
る
被
害
が
相
次
い
だ
。


